
＜問32　診断や治療、支援の中で、あなたの望み（思い）にそった治療等を受けられましたか。【○はひとつだけ】＞

という設問に対して、「受けられたが十分ではなかった」「受けられなかった」と答えた方に、そう感じた理由を伺いました。

これから先の事が不十分で心配している

痛みが取れない

副作用による苦痛の改善が十分行われていなく説明もない。

自分から、病気についてのくわしい状況や検査結果など聞くことができなかった。重い病状であったら、こわいので、聞くことができなかった。

放射線治療の時の身体に書かれたマジックを考えてほしかった。

マンモグラフィーが苦痛でエコー検査をして欲しいが年に１回はしないといけない

抗がん剤の治療で副作用があまりに強く辛かったので現在ホルモン剤治療に変更しました。でも癌が再び増殖しないかは、医師からの説明では

「やってみないとわからない」と言われた。

短期間での治療を希望したが、副作用等影響が大きく無理と言われた。

医師が本人ではなく付添に話すからガンは本人の苦しみである

次のスキームについての説明不足

病院を替えた事。

体力の回復ができていない。

日によって、お腹の痛みもあり、なかなか十分には出来ていません

どうすれば良いかわからない。

情報（治療及び副作用等）をもう少し詳しくしてもらえたら良かった。

望みをきいて頂けたが副作用が辛い

再発を何度もくり返し、私が落ち込むのを心配してなのか　Ｄｒが言葉をにごす時があった。

乳癌の手術後、リンパ節切除をした腕がずっと重く、動かしにくい。Ｄｒに相談しても、解決策は得られなかった。

痛みに対して、薬服用したが、効果がえられない

自らの癌細胞に対する知識不足、身体の内臓器官の位置、役割、形態ｅｔｃに対する知識不足故、医師に質問できなかった。

医師の正しい対処の仕方を詳しく説明してもらいたい。

後遺症に対する対応が不十分であった

術後の排尿
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医師の説明や、診察時間の不十分（短い）さ

データーに表れないものに対しては理解してもらう事がむずかしく（薬の副作用）あきらめるしかないように思う

治療方法や注意事項の説明が少ない。

疑心暗鬼を感じさせる言語がたびたび。

診察時、看護師さんがいないので相談したい事がタイミングつかめなかった。

前立腺全摘でも完治とならず、手術時大量の輸血が必要となった　性機能が不全となった。尿もれを起すようになった

主治医からの十分な説明の上で選択した治療であったが、術後の経過で不安に感じることが多い。これで良かったのかと考える

難聴　ヘルニア発生　生理現象　食欲不振

病院を退院した後、体調が充分ではなく、家に帰っても、自分の事すら困難な状態ですので、しばらく病院のかわりになる様な、施設があれば助

かります。

治療をうけている病院で、熱が出たなどの緊急時連絡すると指示されていたので連絡したら、「ちかくの内科をうけて下さい」の指示。ちかくで

うけてくれる所をきいて受診したが、元の治療をしている病院の指示うけた方がいいといわれ、結局元の病院で受診、入院となった。たらいまわ

しされて、心身ともにつらかった。

ステージ１なのに手術できないのなら重粒子を教えてほしかった。抗がん剤、放射線の中で選ばされる。後で知った自分が情けない。

胃がんで点滴治療が限界と言われ（効果が薄れる）放射線治療を要望したが効果ないとニベもない回答が医師からあった。※納得できず、何回も

要望をし続けた。薬剤が変わり、私の腎機能が極端に悪化して、初めて、放射線治療切替を認めた。あきれる！２０２２年春がんと診断され、ス

テージ４の切除できないがんと言われ３年半経過。２０２５／９／４診察受けたとき「何故か、あなたのがんは大人しくしている。」（昨年の放

射線照射以後一切治療なし。経過観察のみ。）こんな事を言うのは医師ではない！セカンドオピニオンを受けるべきか結構金もかかる(京大だと

６万以上)

選択が少ない。他に何があるのか不明が多い。

婦人科診療の主治医と放射線科の主治医に言われた治療の（勧められた）が違い結局よくわからないまま現在婦人科の主治医の治療をうける

思っていたより食事後のむかつきがひどくてつらい。

抗ガン剤による苦痛が、肉体を痛めるだけの療法のように感じた。

治療は●●病院で適切で配慮のある治療が受けられて感謝しています。十分でないと思うのは●●市の手続上の支援に対してです。
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本人（父）は、「苦しい中で死にたくない。最期は病院で、緩和ケアを受けたい」と希望した。我慢強い父は不調を口に出さず、通院治療と在宅

で過ごし（それも本人の希望だが）、「もう限界」とＳＯＳを出したときには数日の命だった。（※この時点でも主治医は、「余命１ヵ月半ほ

ど」とおっしゃられた。実際は１日半だった。）それゆえ、緩和ケア病院への入院に間に合わず、不安と苦痛の中で逝った。診断時にさかのぼ

り、早くに緩和ケアにも連携できていたならと悔まれる。情報収集を怠った自分も責めている

人間ドックでの発覚時の担当医と手術を担当する医師が変更された。

３度の手術（直腸ガン、転移性肝ガン、初期胃ガン）で入退院の繰り返しの後、精密検査（ＣＴ、ＭＲＩ）で再発がわかり、化学療法、抗ガン剤

治療に変わった事。

治療方法を示してはいただいたが、副作用（抗癌剤）がきつい時の対応が残念でした。「治療を断念したい」と申し入れても「今止めるのはもっ

たいない」と云われたら従うしかない

医者に誘導されたが、自分の考え方をつらぬいた。

主治医の交代などあり、治療内容などがＤｒによってちがうことがある

生活の変化、体の変化についての予告がもっとほしかった

なんとなく

専門医が病院にいません！とうぜん設備も不足！

体に出る変化が顕著であり不安になり複数回受診しても検査がすぐに受けられず必要もないと診断され続け結局頭部に転移があり生命にかかわる

状態となり障害が残った

医師にとっては日常の業務だが患者にとっては違う

医療関係者との会話が少ない

セカンドオピニオンを求めたが対応に否定的であった

セカンドオピニオンが言いだしにくい。

主治医とのコミュニケーションが難しく、治療中に２回主治医を変更し、ようやくきちんと話し合える主治医に対応してもらえるようになった。

食事記録を全てつけて治療の度に持参したのに、栄養士から大したアドバイスを受けることができなかった。

主治医による心ない言動があり、本人家族を不安にさせながらの治療が最近あった。

手術説明の中で、めったに失敗はないと言われた手術の一部で、ガンの進行？で思い通りの結果にならなかった部分があった。

色々と薬を変えてＴｒｙしていただいたが、合う薬がないとのこと。紹介されるＤＤＳ（薬物送達システム）等の薬が早く承認されてほしい

医師の不親切
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入院中に見るハズの注意ビデオを見ていなくて血圧を毎日朝夜測定するように言われて右で測らないといけないのに左で測り続けた結果左がダメ

になり今、サポーターと手袋をしてリハビリとリンパの先生にみてもらっています。

医療者、ミスがあった。

放射線治療で良結果は出なかった。

治療をうける中で苦しい、つらい事をがまんして伝える事をしなかった。

もっと良い治療法があるのではと思ってしまった

手術可能の判断で検査もひと通りできたが、手術前の入院の検査で、手術できないくらい進行しており、化学療法に移行となった。

年令のためがん全部が取り除かれなかった

当病院での治療法はこれで他院の行っている方法は当院ではしていない！が回答で当院と他院の方法の差異、肯否の説明がなかった。その説明の

ない事に不信感を持った。が理由

話せなかったから

手術をしていただいたが高令のためがんが取り出せなかった

検査してくれない

症状を相談しても、原因が分からないと言われることも多く、痛みを我慢したり相談するのがおっくうになったりしています。

仕方がない事なのですが、手術ができなかった。

選択肢をあたえてほしかった。

自分自身の精神的、身体的問題なので気分転換がうまくはかれなかった時に悩みを理解してくれる人がほしい。

家での体調の変化に対して直ぐに相談できることができない

保険の制度等についてもっとくわしい説明がほしかった（金銭的な不安を解消したい）

痛みや苦しみが十分に取り除けなかった

先生の人柄、性格か？
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